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議
会
広
報
特
別
委
員
会

（
平
成
25
年
11
月
７
日
）

視
察
先
及
び
視
察
内
容

○
株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
（
静
岡
市
駿
河
区
）

市
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
う
目
的
で
、
株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

新
聞
の
編
集
の
様
子
を
視
察
し
、
編
集
担
当
者
と
紙
面
づ
く
り
の
構
成

や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
議
案
の
詳
細
説
明
を
載
せ
る
。

・
市
民
の
関
心
あ
る
議
案
を
強
調
す
る
。

・
囲
い
文
で
強
調
す
る
。

・
コ
ラ
ム
を
活
用
す
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

（
平
成
25
年
11
月
11
日
～
13
日
）

視
察
先
及
び
視
察
内
容　

○
大
仙
市
立
太
田
南
小
学
校
（
秋
田
県
大
仙
市
）

御
前
崎
市
の
学
力
向
上
の
目
的
で
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
１
位
の
秋
田

県
の
う
ち
、
特
色
あ
る
「
コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
人
材
育

成
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
大
仙
市
立
太
田
南
小
学
校
を
視
察
し

ま
し
た
。

コ
ラ
ボ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
・
地
域
社
会
・
家
庭
・
教
育
委
員

会
な
ど
の
行
政
機
関
や
高
等
教
育
機
関
な
ど
と
連
携
、
協
働
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
学
校
づ
く
り
を
行
い
、
児
童
の
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
で

す
。特

に
、
各
授
業
で
必
ず
行
わ
れ
る
確
認
テ
ス
ト
に
よ
る
児
童
の
理
解

度
把
握
、
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
で
の
振
り
返
り
、
夏
休
み
な
ど
の
休
業
期

間
に
お
け
る
地
域
有
志
（
高
校
生
、
大
学
生
を
含
む
）
に
よ
る
学
習
支

援
に
注
目
し
ま
し
た
。

説明を受ける委員の様子

議
員
視
察
研
修

問
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の

方
向
性
に
つ
い
て

答
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
は

平
成
４
年
の
稼
働
か
ら

22
年
目
に
入
り
、
標
準
耐
用
年

数
15
年
を
大
幅
に
過
ぎ
て
い
ま

す
。
現
在
、
年
間
約
２
億
円
を

か
け
て
維
持
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。

施
設
を
更
新
す
る
に
は
、
行

政
区
な
ど
ど
の
よ
う
な
枠
組
み

で
行
う
か
、
施
設
の
規
模
、
機

能
、
建
設
場
所
の
選
定
や
用
地

取
得
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
生
活
環
境
影
響
調

査
な
ど
の
手
続
き
も
あ
り
、
一

定
の
年
数
が
必
要
で
す
。

現
時
点
で
は
、
広
域
で
計
画

す
る
の
か
、
市
単
独
で
実
施
す

る
の
か
、
ま
た
委
託
の
方
法
を

と
る
の
か
、
方
向
性
は
出
て
い

ま
せ
ん
。

問
更
新
の
期
間
と
し
て
、

７
～
10
年
が
必
要
と
な

る
の
で
、
早
急
に
首
長
同
士
の

話
し
合
い
が
必
要
で
は
な
い
か

答
牧
之
原
市
長
と
の
話
し

合
い
を
早
急
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
組
合
議
会
に
諮
り
、
市
議
会

の
力
を
借
り
る
中
で
一
つ
の
方

向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

牧
之
原
市
御
前
崎
市

広
域
施
設
組
合
に
つ
い
て

杉浦謙二

問
汚
染
水
問
題
、
使
用
済

燃
料
及
び
再
稼
働
に
つ

い
て
の
考
え
は

答
汚
染
水
問
題
で
は
、
国

が
指
導
を
行
い
、
目
に

見
え
る
形
で
対
策
を
進
め
て
欲

し
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
原

子
炉
内
の
使
用
済
燃
料
は
し
っ

か
り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
管
理
を
続
け
る
こ
と
が
義

務
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
今
は
再
稼
働
を
論
じ
る
前

に
、
原
子
力
発
電
と
い
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
に
ど
の
よ
う
な
形
で
盛
り
込

ま
れ
る
か
、
安
全
性
は
ど
の
よ

う
な
評
価
を
受
け
る
の
か
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
消
費
税
増
税
に
よ
る
生

活
保
護
受
給
者
、
低
所

得
者
へ
の
対
応
を
ど
う
考
え
る
か

答
政
府
は
消
費
税
増
税
に

伴
う
低
所
得
者
対
策
と

し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
制
度
を

設
け
、
生
活
保
護
受
給
者
に
は

生
活
扶
助
基
準
の
改
定
を
行
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
国
の
制
度
を
的
確
か
つ
確

実
に
実
施
し
、
生
活
弱
者
対
策

を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
医
師
不
足
、
救
急
搬
送

な
ど
の
病
院
問
題
に
対

し
、
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は

答
内
科
と
外
科
に
つ
い
て

は
医
師
不
足
が
顕
著
で

す
。
中
東
遠
地
域
を
中
心
と
し

た
広
域
的
な
医
療
体
制
を
構
築

す
る
た
め
に
、
関
係
自
治
体
及

び
近
隣
病
院
と
の
機
能
連
携
強

化
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
つ
い
て

病
院
問
題
に
つ
い
て
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